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can doディスクリプタとは

• (illustrative)descriptors:（例示的）能力「記述文」

→「～ができる(can do)」形式で記述されている

(CEFR_EN.pdfより抜粋)

• 「共通参照レベル」で紹介された表はディスクリプタをまとめ
たもの



（CEFR_EN.pdfより抜粋）



can doディスクリプタとは

• ディスクリプタは3つの高次カテゴリーに言及している

・Communicative activities（コミュニケーション活動）

・Strategies（方略）

・Communicative language competences（コミュニケーション言語能力）



can doディスクリプタの特徴(1/2)

• 制定には習熟度の定義分野で活動する複数団体の経験を利用

• 3フェーズ（theoretical work, analysis of existing scale, practical 
workshop）の連携で開発

• 「共通参照レベル」の枠組みに合致

e.g. A1(Breakthrough)…

• 効果的な記述文になるよう検証

cf.Appendix A（右図参照）

（CEFR_EN.pdfより抜粋）



can doディスクリプタの特徴(2/2)

• 多様な教師、教育機関から評価されている

• 多様な学習者に適用でき、現実的な目標設定が可能

• ‘objectively calibrated’（著者の意見だけに基づいているわけで
はない）

• 活用や応用が容易



まとめ

• can doディスクリプタは「指導の場における外国語学習」とい
うコンテクストで尺度化された能力記述文（とその枠組み）

→完全で包括的とは言えないが、2つの性質は保たれている

・is flexible（柔軟である）

・is coherent（明瞭で筋が通っている）


